
ニュースリリース 2020年12月

＜セミナーレポート＞「一般社団法人データサイエンティスト協会
7thシンポジウム 〜データサイエンスの最前線〜」に弊社大城が登壇

ニュースリリースについての問い合わせ先
NOB DATA株式会社 福岡県福岡市博多区博多駅東2-5-19 サンライフ 第3ビル 6F
広報 山内亜紀子 yamauchi@nobdata.co.jp 080-4196-7301

NOB DATA株式会社 ニュースリリース

2020年代に入り、東京以外でもAI・データサイエンスに取り組む企業は増えています。また
新型コロナの影響からリモートワークへの企業の理解や地方移住の動きもあり、東京の仕事を地
方で請けるなど様々な働き方が実践されています。

一方で、未だ地方にはAI案件が少なく、AI以前にIT化が進んでいない企業も見受けられます。
そこで「地方で奮闘するデータサイエンティスト」をテーマに、弊社大城の呼びかけにより全国
各地（北海道・宮城・大阪・奈良・福岡・沖縄）からデータサイエンティストが集い、地方にお
ける現状や課題について議論を交わました。

【パネリスト】
株式会社LIGHTz AI応用技術研究所 足立 悠 氏
株式会社エクテック 取締役 兼 AI技術戦略室 室長 佐藤 一宏 氏
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社西日本ソリューション推進部部長杉村麻記子 氏
日本電気株式会社コーポレート事業開発本部シニアマネージャ相馬知也氏
ちゅらデータ株式会社 代表取締役社長真嘉比愛氏
株式会社TechnoFACE 技術開発部シニアマネージャー丸山哲太郎氏
株式会社カホエンタープライズ最高技術責任者 CTO 宮田和三郎氏

【モデレーター 兼 企画】
データサイエンティスト協会九州支部委員長 NOB DATA株式会社 代表取締役社長 大城信晃

2020年11月9日（月）、10日（火）に開催された「一般社団法人データサイエンティスト協会
7thシンポジウム 〜データサイエンスの最前線〜」にて、2日目のプログラム内で弊社代表の
大城が登壇いたしました。
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ニュースリリースについての問い合わせ先
NOB DATA株式会社 福岡県福岡市博多区博多駅東2-5-19 サンライフ 第3ビル 6F
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NOB DATA株式会社 ニュースリリース

東京と同じ悩みという面では、AIという響きから、クライアントからの高すぎる期待値と現実感
との調整について語られました。小さく始めて大きく育てるように交渉したり、難しい手法で高度
な分析にとらわれずExcelなど身近なツールでも成果を出す重要性などが解決策として挙げられて
いました。

また、自治体や保守的な企業ではオンラインで仕事をする文化がなく、むしろ対面での打ち合わ
せでないと失礼と思われている節もあり、こうした理解を進めていくことも重要とのことです。

NOB DATA株式会社が考える地方のデータサイエンス推進について
IT企業やAI案件の多くは東京に集中しており、AI・データサイエンスなどの先進分野では更に顕著
となります。しかし、今回集まられた全国各地のデータサイエンティストの皆様のように、地元を盛
り上げたいという志があり、活躍されている方々がいらっしゃいます。地方のデータサイエンス推進
においては、まずは同じ志を持った方々の発掘と情報交換が重要ではないでしょうか。

今回のイベントを機に各地域で連携しながら課題や案件に取り組むなど、令和時代ならではの場所
を越えた協力体制として弊社大城が提唱する「DS47(仮称)」 の実現に向けて邁進したいと思います。

※NOB DATA株式会社では、定期的にセミナーを開催しております。
セミナー参加者限定の個別無料相談などもご提供しており、好評を博しています。
次回セミナー開催案内をご希望の方はinfo@nobdata.co.jpまでご登録ください。

まずは簡易的な調査としてindeedでの都道府県別のデー
タサイエンティストの求人数が紹介され、東京一極集中
の状況が数値で説明されました。また東京に7〜8割のAI
案件や人材が集中しているという点は登壇者の感覚値と
も一致していました。

一方で、地方は案件数が少ない点に加え、案件規模が
小さくビジネスメリットが得られにくい点、データの整
備や管理を行うクラウドエンジニアの不足などが挙げら
れました。

また、地方ではそもそもAIエンジニアやデータサイエ
ンティストに対する認知度が低いため、イベントなどに
よる啓蒙など地道な活動の重要性も指摘されました。

IT企業のAI人材求人数は東京一極集中

新型コロナウイルスの影響が比較的少ない地方では、東京から地方に移住し、仕事はリモートで
東京や海外の案件をそのまま続ける、という新たな働き方の事例も語られました。

一方で、地方の人材育成や組織においては、幅広く高いスキルを持つエンジニアの採用は東京以
上に難しさが指摘され、Iターン・Uターンだけでなく海外の人材活用も視野に入れて採用を進めて
いる事例が紹介されました。

一般社団法人DS協会 7thシンポジウム〜データサイエンスの最前線〜イベントレポート

新型コロナにより注目される地方

東京との共通課題・悩み
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